
 
●「ともなってかわる量」は、関数につながる重要なところです。 

 ４年「ともなってかわる量」は、４時間扱いの、いわゆる「小さい単元」です。しか

し、内容はなかなか難しく、毎年多くの子が悩みます。 

「変わり方」と「２量の関係」を考えて、２量の関係式を求め、最終的に□（〇）に対

応する〇（□）の値を計算で求めることになります（ここでは具体的な量の名称は省略

し、全て□と〇にします）。 

① 

□ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １０ １１ １２ 

〇 １２ １１ １０ 9 8 7 6 5 4 3 2 1 

② 

□ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 

〇 ３ ４ ５ 6 7 8 9 10 11 12 13 14 

③ 

□ １ ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ 10 11 12 

〇 ４ ８ 12 16 20 24 28 32 36 40 44 48 

（１） まず、３つほど具体的操作などをして□に対応する値を求め、下に書きます。 

（２） 〇の値の変わり方を考えます。「変わり方は、横に見る」 

→□は１ずつ増える。〇について、①１ずつ減る②１ずつ増える③４ずつ増える 

（３） □と〇の関係式を考える。「関係は、縦に見る」 

…□と〇の数値について、＋、－、×、÷と計算して、定数を見つけます。 

→①□＋〇＝１３となっている（〇＝１３－□） 

②〇－□＝２となっている（〇＝□＋２） 

③〇÷□＝４となっている（〇＝□×４） 

 あとは関係式をしっかり書いて、対応する数値を求めていきます。 

 児童にとって難しいのは（３）です。関数への系統性を考えると、〇（ｙ）＝…の形

で書くのが理想ですが、児童の様子を見てみると、〇と□を左に、定数を右にする形が

分かりやすかったです。「きまった数が見つかったら、その数を式に使おうね」と確認し

た後、「先生のおすすめは「…＝〇」の形だよ」と付け加えました。 

 

 前期前半から、算数やその時の指導、考えたことなど、あれこれと書いてきました。

１月からも、お付き合いくださるとうれしいです。よい年をお迎えください。 

算数担当が、算数を教えつつ、いろいろなこと

を考えてみました。 
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